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大
村
市
は
、
波
静
か
な
大
村
湾

か
ら
多
良
山
系
へ
と
な
だ
ら
か
に

せ
り
上
が
っ
て
い
く
地
形
に
よ
っ

て
、
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
高
く

広
が
る
空
や
豊
か
な
緑
と
水
を
感

じ
さ
せ
る
構
造
を
つ
く
り
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
武
家
屋
敷
や
石

積
み
の
ま
ち
な
み
が
点
在
し
、
城

下
町
と
し
て
の
歴
史
が
育は

ぐ
く

ん
だ
情

緒
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
広
が
り
の
あ
る

地
形
や
歴
史
的
な
環
境
の
中
で
、

近
年
は
市
街
地
の
拡
大
や
開
発
が

進
み
、
大
村
市
は
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
が
共
存
し
た
都
市
景
観

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的

な
ま
ち
に

古
さ
と
新
し
さ
が
共
存
し

た
ま
ち

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
「
お
お
む
ら
」。

　

市
で
は
、
大
村
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
景
観
の
形
成
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
大
村
市
に
ふ
さ

わ
し
い
都
市
景
観
の
形
成
を
図
り
、

う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
平
成
1�
年
３

月
に
「
大
村
市
都
市
景
観
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

美
し
い
景
観
は
、
ま
ち
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
そ

し
て
、
住
み
続
け
た
い
と
思
う
気

持
ち
を
高
め
、
ま
ち
へ
の
愛
着
を

育
み
ま
す
。
さ
ら
に
ま
ち
の
魅
力

が
高
ま
る
こ
と
で
訪
れ
る
人
も
増

え
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

大村市の景観づくり

【
問
い
合
わ
せ
】　

都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
２
）

上
うわ

小
こう

路
じ

周辺景観形成地区に指定されている草場小路の五色塀（玖島�丁目）
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景
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

大
規
模
な
建
物
（
床
面
積
の
合
計

が
５
０
０
㎡
以
上
、
高
さ
が
10
ｍ

以
上
ま
た
は
３
階
建
て
以
上
な
ど
）

を
つ
く
る
場
合
に
は
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

届
出
さ
れ
た
建
築
物
な
ど
に
つ

い
て
は
、「
大
規
模
建
築
物
等
景
観

形
成
指
針
」
に
基
づ
き
、
望
ま
し

い
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
し

ま
す
。
例
え
ば
、
に
ぎ
わ
い
と
活

力
の
感
じ
ら
れ
る
市
の
中
心
部
や

古
く
か
ら
の
市
街
地
、
田
園
や
自

然
が
残
っ
て
い
る
場
所
な
ど
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
、
周
辺
と
調
和

し
た
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
経
過
と
と
も

に
深
み
や
味
わ
い
を
増
す
デ
ザ
イ

ン
や
素
材
の
活
用
、
建
築
物
な
ど

の
位
置
の
工
夫
や
、
緑
化
・
休
憩

ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
よ
る
快
適
な
歩

行
者
空
間
の
確
保
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
全
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
な
み
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

美
し
い
大
村
を
つ
く
る
た
め
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大村市の景観づくり
大
規
模
建
築
物
等
届
出
制
度

特
定
施
設
届
出
地
区
制
度

　

幹
線
道
路
沿
い
に
店
舗
、
広
告

物
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
特

定
の
商
業
施
設
を
つ
く
る
場
合
に

は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

届
出
さ
れ
た
建
築
物
な
ど
に
つ

い
て
は
、「
特
定
施
設
景
観
形
成
指

針
」
に
基
づ
き
、
望
ま
し
い
景
観

づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

例
え
ば
、
長
崎
空
港
や
長
崎
自
動

車
道
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な

ど
長
崎
県
の
玄
関
口
と
し
て
の
格

調
を
高
め
て
い
く
場
所
や
、
田
園

や
自
然
景
観
な
ど
と
の
調
和
を

図
っ
て
い
く
場
所
な
ど
、
道
路
沿

線
の
特
性
に
配
慮
し
た
景
観
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

都
市
景
観
形
成
地
区
の
制
定

屋
外
広
告
物
の
規
制

　

都
市
計
画
区
域
内
に
看
板
、
広

告
塔
、
の
ぼ
り
な
ど
を
立
て
る
場

合
に
は
、「
長
崎
県
屋
外
広
告
物
条

例
」
に
よ
り
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
無
許
可
の
広
告
物
に
対
し

て
は
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
電
柱
・
街
路
樹
・
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
ど
に
、は
り
紙
・
は
り
札
・

立
看
板
な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
違
反

広
告
物
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

除
去
し
ま
す
。

　

玖
島
城
の
城
下
町
と
し
て
石
垣

や
石
塀
、
武
家
屋
敷
な
ど
多
く
の

歴
史
資
源
が
残
る
上
小
路
周
辺
地

区
を
、
都
市
景
観
の
形
成
を
重
点

的
に
図
る
必
要
が
あ
る
地
区
と
し

て
、「
都
市
景
観
形
成
地
区
」
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
を
地
域

○自分が営業活動をしている場所に出す広告物は、10㎡まで（禁止区域では5㎡まで）
　は許可はいりませんが、それを超えると許可が必要です。
　　　1. 大村駅前から大村バスターミナルまでの一帯
　　　2. 国道444号の大村インターチェンジ前から国道34号の交差点まで
　　　    県道長崎空港線の全区間
　　 　   市道杭出津松原線・古賀島町沖田線・乾馬場空港線・森園公園線の各一部
　　　※なお、禁止区域の掲出は30㎡までとなっています。
○自分が営業活動をしている場所以外に広告物を出すときは、面積の大小にかかわらず
　許可が必要です。
○申請には手数料がかかります。

大村商事

※電柱・街路樹・ガードレールなどに、はり紙・はり札・立て看板・のぼり・旗を出すことは 禁止 されています。

はり紙

立
て
看
板

は
り
紙大

売
出
し

民　有　地

立
て
看
板

大
売
出
し

道　路　敷 民  有  地

はり札

許可が必
要です

許可が必
要です

一般的な広告物の例

禁
止
区
域

の
特
性
に
応
じ
て「
歴
史
地
区
」「
入

口
地
区
」「
商
店
街
地
区
」「
住
宅

地
区
」
の
４
地
区
に
区
分
し
、
地

区
ご
と
の
基
準
に
よ
り
景
観
形
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
内
に
建
物
を
つ
く
っ
た
り
、

土
地
の
形
を
変
え
る
と
き
な
ど
に

は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
上
小
路
周
辺
景
観
形
成
地
区
】

玖
島
２
丁
目
の
全
域
、
玖
島
１
丁
目
、

玖
島
３
丁
目
、
片
町
、
須
田
ノ
木
町
の

各
一
部
・
約
80
㌶

歴史的地区の上小路の石垣


